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ステファニー・フェルルカ

エルフ

剣士

3

0

暗視、剣の加護/惑いの霧

女性 18

苦手な動物がいる。
未だ叶わない夢がある
飛空艇に乗ったことがある。

12

5

9

12 24 4

10 1 23 + 1 4

6 11 + 1 2

8 13 2

9 18 3

11 20 3

フェンサー

マギテック

スカウト

3

2

1

挑発攻撃

防具習熟A/非金属鎧

1-287

1-282

エルフ語

交易共通語

魔動機文明語

○ ○

○ ○

○ ○

ガゼルフット

0 0

0

0

3 7 7 5

0

アラミドコート

バックラー

5

1

1

1

9

2

0

1

3フェンサー

エペ

サーペンタインガン
射程10m,装填数3

1H

1H

6

1

7

0

9 5 6

11 5

着替えx4

冒険者セット

保存食（一週間分）x3

弾丸
0

3 24 72 9 3 22

0/× 5 5 6 26

魔動機術 2 5

筋力の指輪

マギスフィア中

バレットスリンガー

敏捷の指輪

12発封入

【冒険者「ステファニー・フェルルカ」の独白】
私には、今後の人生において、どうしても忘れられない思い出があります。
私が8歳のころ、お父さんとお母さんは、私に「飛空艇」に乗ることになった、と言いました。聞けば、「飛空艇」の試運転、３日の遊覧コ
ースに乗ることができるイベントに応募してみたところ、幸運にも当選してしまったというのです。
幼い私は、「飛空艇」がなんなのか、それがどれほどすごい事なのか、そのどちらもよくわかっておらず、ただただ興奮する両親に圧倒され
てきょとんとしていました。なんとなくすごい事なんだろうなぁ、ぐらいにしか思っていなかったのです。
正直、「飛空艇」に乗ったときは、乗ったことを後悔していました。慣れない場所な上に、あまりに人が多すぎて、当時の私は完全に人酔い
してしまったのです。家に帰りたいとばかり言っていたのを、今も覚えています。
ですが、飛空艇が離陸し、離陸時のとてつもない揺れに怯え、ようやくマシになったころに、外を見て私はひどく驚きました。
嗚呼、こんなにも私が住んでいた街は小さかったのか。嗚呼、こんなにも世界は広かったのか。街の中で一番高い場所より何倍も高い場所か
ら見る景色は、ひどく眩しく輝いて見えました。
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